
全ての利用者が塩原地区に暮らしていた人達なので、特に地域の人とのふれあいを大切にしている。職員は地域
の行事やお祭りに利用者と出かけ、そこに来ている顔見知りの人と利用者が出会える機会を作っている。運営推進
会議を原則として全利用者の参加で開催し、会議では参加利用者に必ず意見を求めている。発言内容は暮らす
中での感想であるが、時には利用者の思いが語られている。その思いを大切にして利用者本位の運営をしようとし
ている。運営に関して職員から出された意見等は、例えば、早番・遅番・夜勤者の仕事内容を見直したり、夜勤の
時間帯を変更し申し送りの時間をきちんと取って引き継ぎの漏れがないように工夫したり、就業時間内に仕事が終
わるよう決めたことで仕事に集中できるようにしたり、働きやすいよう業務を改善している。また、１ユニットであるため
職員数に余裕が無い中、夜勤者に加えて法人の協力で宿直を配置し安心・安全に配慮した運営を行っている。

評価結果市町村受理日




















